
サーフェイスの作り方

～秋山名和の場合～

（鉛筆線画V er.）



使用するもの

・机と椅子
・コピー用紙
・シャーペンと消しゴム
・電気スタンド
・トレス台
・伺か用のプラグインの入ったPhotoshopの
　入ったPC
・スキャナ
・ペンタブ



原稿作成①
ラフ描き①

A4A4のコピー用紙にのコピー用紙に0.3mm0.3mmのシャーペンでラフを作成のシャーペンでラフを作成



原稿作成②
ラフ描き②

ラフ画の上に新しいコピー用紙を重ねてクリップ止めラフ画の上に新しいコピー用紙を重ねてクリップ止め



原稿作成③
ラフ描き③

ライトボックスを利用して差分のラフを作成ライトボックスを利用して差分のラフを作成



原稿作成④
ラフ描き④

同様にポーズの差分を作成同様にポーズの差分を作成



原稿作成⑤
ラフ描き⑤

顔のパーツを作成顔のパーツを作成



原稿作成⑥
ラフの清書

ラフを差分ごとに清書ラフを差分ごとに清書



ＰＣへの原稿取り込み①
スキャナー読み込み①

１）メニューバーの「ファイル」を選択１）メニューバーの「ファイル」を選択

２）「読み込み」を選択２）「読み込み」を選択

３）「３）「T W A IN _3 2T W A IN _3 2 対応機器からの入力」を選択対応機器からの入力」を選択



ＰＣへの原稿取り込み②
スキャナー読み込み②

１）解像度等を設定１）解像度等を設定

２）取り込みボタンを押して取り込み開始２）取り込みボタンを押して取り込み開始



ＰＣへの原稿取り込み③
スキャナー読み込み③

原稿取り込み完了原稿取り込み完了



線画レイヤーの作成①
色調補正でゴミ飛ばし①

１）メニューバーの「イメージ」を選択１）メニューバーの「イメージ」を選択
２）「色調補正」を選択２）「色調補正」を選択
３）「レベル補正」を選択３）「レベル補正」を選択

１）１）

２）２） ３）３）



線画レイヤーの作成②
色調補正でゴミ飛ばし②

１）１）

２）２）

１）左の△を右側に１）左の△を右側に
　　右の▲を左側に　　右の▲を左側に
　　お互い　　お互い0.60.6ポイント程スライドポイント程スライド
２）ＯＫボタンをクリックで補正実行２）ＯＫボタンをクリックで補正実行



線画レイヤーの作成③
色調補正でゴミ飛ばし③

ゴミ飛ばし前　　　　　　　ゴミ飛ばし後ゴミ飛ばし前　　　　　　　ゴミ飛ばし後



線画レイヤーの作成④
線画部分の選択①

１）１）

１）１）

２）２）

全体図全体図

拡大図拡大図

１）チャンネルウインドウを表示１）チャンネルウインドウを表示
２）２）RGBRGBのマスを○印のマスへのマスを○印のマスへ
　　ドラッグ＆ドロップ　　ドラッグ＆ドロップ



線画レイヤーの作成⑤
線画部分の選択②

１）メニューバーの「選択範囲」を選択１）メニューバーの「選択範囲」を選択

２）「選択範囲の反転」を選択２）「選択範囲の反転」を選択

１）１）

２）２）



線画レイヤーの作成⑥
新規レイヤーの作成

１）メニューバーの「レイヤー」を選択１）メニューバーの「レイヤー」を選択
２）「新規レイヤー」を選択２）「新規レイヤー」を選択
３）「レイヤー」を選択３）「レイヤー」を選択

１）１）
２）２） ３）３）

レイヤー名を設定してＯＫを実行レイヤー名を設定してＯＫを実行



線画レイヤーの作成⑦
選択部分の塗りつぶし①

１）ツールボックスの描画色をクリック１）ツールボックスの描画色をクリック
２）線画の色にしたい色を選択２）線画の色にしたい色を選択

３）ＯＫを実行３）ＯＫを実行

１）１）

２）２）

３）３）



線画レイヤーの作成⑧
選択部分の塗りつぶし②

全体図全体図

拡大図拡大図

１）１）

１）１）

２）２）

１）レイヤーウインドウを表示１）レイヤーウインドウを表示
２）線画レイヤーにするレイヤーを選択２）線画レイヤーにするレイヤーを選択



線画レイヤーの作成⑨
選択部分の塗りつぶし③

１）メニューバーの「編集」を選択１）メニューバーの「編集」を選択
２）「塗りつぶし」を選択２）「塗りつぶし」を選択
３）ダイアログの使用する色を描画色に３）ダイアログの使用する色を描画色に
４）ＯＫを実行４）ＯＫを実行

１）１）

２）２）

３）３）
４）４）



線画レイヤーの作成⑩
選択部分の塗りつぶし④

１）メニューバーの「選択範囲」を選択１）メニューバーの「選択範囲」を選択
２）「選択を解除」を選択２）「選択を解除」を選択

１）１）

２）２）



線画レイヤーの作成⑪
線画レイヤー完成

線画以外が透明な線画以外が透明な

「線画レイヤー」の完成「線画レイヤー」の完成



彩色準備①
背景レイヤーの作成①

メニューバーのメニューバーの
「レイヤー」→「新規レイヤー」→「レイヤー」を実行「レイヤー」→「新規レイヤー」→「レイヤー」を実行

名前を「背景レイヤー」として新規レイヤーを追加名前を「背景レイヤー」として新規レイヤーを追加



彩色準備②
背景レイヤーの作成②

レイヤーウィンドウ内のレイヤーウィンドウ内の
たった今追加したたった今追加した
レイヤーの領域をレイヤーの領域を
ドラッグしてドラッグして

背景用のレイヤーを背景用のレイヤーを
線画レイヤーの線画レイヤーの
下になるように下になるように
レイヤーの順番を入れ替えレイヤーの順番を入れ替え



彩色準備③
背景レイヤーの作成③

ツールボックスのツールボックスの
描画色を描画色を
目に優しくなくない目に優しくなくない
適当な色にして適当な色にして
塗りつぶし塗りつぶし

背景用のレイヤーを背景用のレイヤーを
作成します作成します



彩色準備④
パレットの作成①

１）メニューバーの１）メニューバーの
「ファイル」→「新規」を実行し「ファイル」→「新規」を実行し

２）適当な大きさの２）適当な大きさの
パレットを作成しますパレットを作成します

１）１）

２）２）



彩色準備⑤
パレットの作成②

鉛筆ツールで使用する色を配置鉛筆ツールで使用する色を配置



彩色準備⑥
彩色レイヤーの作成

線画レイヤーと線画レイヤーと
背景レイヤーの間に背景レイヤーの間に
彩色用のレイヤーを作成彩色用のレイヤーを作成



彩色準備⑦
ブラシツールの準備①

今回のような今回のような
ペンを入れないラフな線画だとペンを入れないラフな線画だと
初めからの自動選択ツールを使用しての初めからの自動選択ツールを使用しての
塗りつぶしは塗りつぶしは
このような感じで綺麗にいかないのでこのような感じで綺麗にいかないので
ブラシツールでの輪郭の手描きが必要ブラシツールでの輪郭の手描きが必要



彩色準備⑧
ブラシツールの準備②

３）３）
ブラシウィンドウにブラシウィンドウに
切り替えて切り替えて
最上段のぼやけのない最上段のぼやけのない
ブラシを選択ブラシを選択

１）１）
ツールボックスのツールボックスの
「ブラシツール」を選択「ブラシツール」を選択

２）２）
オプションウィンドウにオプションウィンドウに
切り替え切り替え
「ウェットエッジ」「ウェットエッジ」
のチェックをはずすのチェックをはずす

１）１）
２）２）

３）３）



本体彩色①
輪郭の手描き

輪郭をブラシツールで輪郭をブラシツールで

対応するレイヤーに対応するレイヤーに
手描き手描き



本体彩色②
輪郭内部の塗りつぶし①

１）自動選択ツールを選択１）自動選択ツールを選択

２）輪郭内部をクリック２）輪郭内部をクリック

１）１）

２）２） ２）２）



本体彩色③
輪郭内部の塗りつぶし②

１）メニューバーの「選択範囲」→１）メニューバーの「選択範囲」→
　「選択範囲を変更」→「拡張」を選択　「選択範囲を変更」→「拡張」を選択

２）拡張量を２）拡張量を3pix3pix程にして実行程にして実行



本体彩色④
輪郭内部の塗りつぶし③

選択範囲拡張前　　　　　　選択範囲拡張後選択範囲拡張前　　　　　　選択範囲拡張後



本体彩色⑤
輪郭内部の塗りつぶし④

塗りつぶしを実行し塗りつぶしを実行し

選択を解除すると選択を解除すると

「顔の部分が漏れなく塗られたレイヤー」「顔の部分が漏れなく塗られたレイヤー」

が出来上がりが出来上がり



本体彩色⑥
塗りつぶし部分の色の変更①

１）レイヤーウィンドウの１）レイヤーウィンドウの
「透明部分の保護」にチェックを入れて「透明部分の保護」にチェックを入れて
透明な部分に色がつかないようにします透明な部分に色がつかないようにします

２）このレイヤーの本来の色として２）このレイヤーの本来の色として
別ファイルなパレットで選んである別ファイルなパレットで選んである
肌色のうちの一番明るい明度のものを肌色のうちの一番明るい明度のものを
ツールボックスのツールボックスの
「スポイトツール」で選んで描画色とします「スポイトツール」で選んで描画色とします

１）　　　　　　　　　　２）１）　　　　　　　　　　２）



本体彩色⑦
塗りつぶし部分の色の変更②

メニューバーのメニューバーの
「編集」→「塗りつぶし」を実行して「編集」→「塗りつぶし」を実行して
顔の肌部分を一段階目の明度の肌色に顔の肌部分を一段階目の明度の肌色に



本体彩色⑧
彩色レイヤーへの彩色①

全ての彩色箇所を同じように全ての彩色箇所を同じように
一段階目の明度の色に仕上げ一段階目の明度の色に仕上げ



本体彩色⑧
彩色レイヤーへの彩色②

１）水彩チックな１）水彩チックな
塗りにするべく塗りにするべく
オプションウィンドウにてオプションウィンドウにて
「ウェットエッジ」の「ウェットエッジ」の
チェックを入れるチェックを入れる

２）明度の２）明度の
明るい方から明るい方から

22段階目のものを段階目のものを
ツールボックスのツールボックスの
「スポイトツール」で「スポイトツール」で
描画色と背景色の両方に選ぶ描画色と背景色の両方に選ぶ

１）　　　　　　　　　　　　 ２）１）　　　　　　　　　　　　 ２）



本体彩色⑨
彩色レイヤーへの彩色③

１）１）
レイヤーウインドウのレイヤーウインドウの
該当するレイヤーの該当するレイヤーの
「透明部分の保護」に「透明部分の保護」に
チェックを入れてチェックを入れて
透明な部分にまで透明な部分にまで
色がつかないようにする色がつかないようにする

２）２）
ブラシウィンドウのブラシウィンドウの
二段目以下の二段目以下の
ぼやけのあるブラシを使用ぼやけのあるブラシを使用

１）　　　　　　　　　　２）１）　　　　　　　　　　２）



本体彩色⑩
彩色レイヤーへの彩色④

下地の色と下地の色と
ぼかしを生かして大雑把に彩色ぼかしを生かして大雑把に彩色



本体彩色⑪
彩色レイヤーへの彩色⑤

全ての彩色箇所を全ての彩色箇所を
同じように仕上げる同じように仕上げる



本体彩色⑫
彩色レイヤーへの彩色⑥

影として影として
明度の明度の

33段階目以降を段階目以降を
一通り塗った後一通り塗った後

逆に明度の逆に明度の
段階を下げて段階を下げて
手直ししたり手直ししたり

髪の毛先を髪の毛先を
指先ツールで指先ツールで
整えたり整えたり

別レイヤーで別レイヤーで
肌の赤み等を足す肌の赤み等を足す



各種差分の作成①
着るものを着せる①

着るもののラフ画を着るもののラフ画を
スキャナで取り込みスキャナで取り込み

先ほどの先ほどの
ファイルと同じようにファイルと同じように
線画のレイヤーを作成線画のレイヤーを作成



各種差分の作成②
着るものを着せる②

１）移動ツールを選択１）移動ツールを選択

１）  ２）１）  ２）

２）着るものの２）着るものの
線画レイヤーを線画レイヤーを
本体側に本体側に
ドラッグ＆ドロップで移動ドラッグ＆ドロップで移動



各種差分の作成③
着るものを着せる③

１）１）
レイヤーウインドウにてレイヤーウインドウにて

着るものの着るものの
線画レイヤーを線画レイヤーを
本体の線画よりも本体の線画よりも
上に位置させる上に位置させる

お互いの線画レイヤーのお互いの線画レイヤーの
「透明部分の保護」に「透明部分の保護」に
チェックを入れるチェックを入れる

２）２）
背景とそれぞれの線画を背景とそれぞれの線画を
自分の見やすい色に塗りつぶす自分の見やすい色に塗りつぶす

１）　　　　　　　　２）１）　　　　　　　　２）



各種差分の作成④
着るものを着せる④

移動ツールを使い移動ツールを使い
着るものの着るものの
線画レイヤーを線画レイヤーを
鼻の線画部分を目安に鼻の線画部分を目安に
本体側へ位置合わせする本体側へ位置合わせする



各種差分の作成⑤
着るものを着せる⑤

「透明部分の保護」の「透明部分の保護」の
チェックを外しチェックを外し
着るもの側の着るもの側の
線画レイヤーの線画レイヤーの
鼻の部分や鼻の部分や
その他余計な線をその他余計な線を
ツールボックスのツールボックスの
「消しゴムツール」で「消しゴムツール」で
消去消去

チェックを外さないとチェックを外さないと
線画は消えずに線画は消えずに
ツールボックスのツールボックスの
背景色に背景色に
塗り替えられて塗り替えられて
しまうので注意しまうので注意



各種差分の作成⑥
着るものを着せる⑥

再度再度
着るものの着るものの
線画レイヤーの線画レイヤーの
「透明部分の保護」「透明部分の保護」
にチェックを入れにチェックを入れ

背景や線画の色等を背景や線画の色等を
本体の彩色時と本体の彩色時と
同じ状況に変更同じ状況に変更



各種差分の作成⑦
着るものを着せる⑦

着るものの着るものの
線画レイヤーと線画レイヤーと
本体の本体の
線画レイヤーの線画レイヤーの
間に挟むように間に挟むように

着るものの着るものの
彩色レイヤーを彩色レイヤーを
新規作成し新規作成し

本体と同じく本体と同じく
それぞれのそれぞれの
彩色レイヤーを彩色レイヤーを
彩色彩色



各種差分の作成⑧
着るものを着せる⑧

線画の色を揃えて差分の一つが完成線画の色を揃えて差分の一つが完成



各種差分の作成⑨
ポーズの差分作成①

着るものの時と同じ流れで下準備着るものの時と同じ流れで下準備



各種差分の作成⑩
ポーズの差分作成②

彩色を失敗した時のために彩色を失敗した時のために
画像の肌の彩色レイヤーを複製画像の肌の彩色レイヤーを複製



各種差分の作成⑪
ポーズの差分作成③

線画から線画から
はみ出している部分を消しますはみ出している部分を消します



各種差分の作成⑫
ポーズの差分作成④

この肌の彩色レイヤーの下にこの肌の彩色レイヤーの下に
新規レイヤーを作成して新規レイヤーを作成して
差分の必要な部分を彩色差分の必要な部分を彩色



各種差分の作成⑬
ポーズの差分作成⑤

パレットの肌色の明度のパレットの肌色の明度の
２段階目まで塗ったら２段階目まで塗ったら
複製してあった上のレイヤーと複製してあった上のレイヤーと
結合して一枚のレイヤーに結合して一枚のレイヤーに



各種差分の作成⑭
ポーズの差分作成⑥

ウェットエッジのブラシツールやウェットエッジのブラシツールや
指先ツール等で修正指先ツール等で修正



各種差分の作成⑮
ポーズの差分作成⑦

あとはあとは
同じ流れで同じ流れで
ポーズ差分が完成ポーズ差分が完成



各種差分の作成⑯
着るものの差分作成①

着るものの差分も着るものの差分も
これまでと同じ方法で・・これまでと同じ方法で・・



各種差分の作成⑰
着るものの差分作成②

完成完成



各種差分の作成⑱
表情差分の作成①

顔の中身も同じ方法で・・顔の中身も同じ方法で・・
眉と目と口をそれぞれ眉と目と口をそれぞれ
別のレイヤーにしておくと別のレイヤーにしておくと
後々、表情を増やしていくのに後々、表情を増やしていくのに
楽に・・楽に・・



各種差分の作成⑲
表情差分の作成②

顔のパーツを彩色し顔のパーツを彩色し
顔の肌の彩色レイヤーを顔の肌の彩色レイヤーを
「目を開いている時」「目を開いている時」
「目を閉じている時」「目を閉じている時」
「目を半開きの時」と「目を半開きの時」と
それぞれの影をつけるために複製それぞれの影をつけるために複製



サーフェイス化①
雛型ファイルの作成①

雛型ファイルとなる新規画像を用意雛型ファイルとなる新規画像を用意



サーフェイス化②
雛型ファイルの作成②

本体から本体から
背景を非表示にし背景を非表示にし

残りの表示部分のレイヤーのうち残りの表示部分のレイヤーのうち
「本体の彩色部分」「本体の彩色部分」
「着るものの彩色部分」「着るものの彩色部分」
「顔の中身」「顔の中身」
をそれぞれをそれぞれ
一枚ずつのレイヤーに結合一枚ずつのレイヤーに結合



サーフェイス化③
雛型ファイルの作成③

画像の解像度を画像の解像度を7272に縮小に縮小



サーフェイス化④
雛型ファイルの作成④

表示されていた表示されていた
レイヤーを一枚に結合しレイヤーを一枚に結合し
同様の処理のされた同様の処理のされた
それぞれの立絵をそれぞれの立絵を
移動ツールで雛型ファイルに移動ツールで雛型ファイルに
ドラッグ＆ドロップで移動ドラッグ＆ドロップで移動



サーフェイス化⑤
雛型ファイルの作成⑤

１）最初に１）最初に
位置決めした位置決めした
レイヤーの上にレイヤーの上に

22枚目以降に枚目以降に
移動させてきた移動させてきた
差分のレイヤーを差分のレイヤーを
配置して配置して
乗算モードに乗算モードに ２）鼻同士のドットが２）鼻同士のドットが

重なるように差分のレイヤーを移動重なるように差分のレイヤーを移動

１）　　　　　　　　　２）１）　　　　　　　　　２）



サーフェイス化⑥
雛型ファイルの作成⑥

鼻のドットが合わさった画像鼻のドットが合わさった画像



サーフェイス化⑦
雛型ファイルの作成⑦

顔のパーツを表示させた立ち絵も追加顔のパーツを表示させた立ち絵も追加



サーフェイス化⑧
雛型ファイルの作成⑧

四辺を切り抜きツールで切り抜き四辺を切り抜きツールで切り抜き



サーフェイス化⑨
サーフェイス化①

描画色を描画色を
サーフェイスのサーフェイスの
背景色にしたい色にして背景色にしたい色にして
サーフェイス化したいサーフェイス化したい
レイヤー１枚のみを表示＆選択レイヤー１枚のみを表示＆選択



サーフェイス化⑩
サーフェイス化②

メニューバーのメニューバーの
「フィルタ」→「何か」→「フィルタ」→「何か」→
「サーフェス用「サーフェス用PNGPNGファイル保存」を実行しファイル保存」を実行し
名前を付けて保存名前を付けて保存



サーフェイス化⑪
サーフェイス化③

一度目にサーフェイス化されたサーフェイス画像一度目にサーフェイス化されたサーフェイス画像



サーフェイス化⑫
サーフェイス化④

ヒストリーウインドウでヒストリーウインドウで
サーフェス用サーフェス用PNGPNGファイル保存ファイル保存
の一つ手前に巻き戻しの一つ手前に巻き戻し

実行後　　　　 実行前実行後　　　　 実行前

プラグインをプラグインを
実行した画像は実行した画像は
実行前に比べて実行前に比べて
変質が見受けられるため変質が見受けられるため



サーフェイス化⑬
サーフェイス化⑤

移動ツールでサーフェイス画像を移動ツールでサーフェイス画像を
雛型画像の方へ移動雛型画像の方へ移動



サーフェイス化⑭
サーフェイス化⑥

雛型画像作成雛型画像作成
の時と同じくの時と同じく
サーフェイス画像のサーフェイス画像の
レイヤーをレイヤーを
乗算モードにして乗算モードにして
鼻と鼻のドットが鼻と鼻のドットが
重なるように移動重なるように移動



サーフェイス化⑮
サーフェイス化⑦

２）２）
鉛筆モードの鉛筆モードの
消しゴムツールで消しゴムツールで
消していきたい消していきたい
ゴミ・・ゴミ・・
白い粒粒の箇所を白い粒粒の箇所を
クリックしていくクリックしていく

１）１）
サーフェイス画像のサーフェイス画像の
レイヤーをレイヤーを
表示したまま表示したまま
サーフェイス化前のサーフェイス化前の
レイヤーを選択しレイヤーを選択し

１）　　　　　　　 ２）１）　　　　　　　 ２）

２）２）



サーフェイス化⑯
サーフェイス化⑧

二度目にサーフェイス化されたサーフェイス画像二度目にサーフェイス化されたサーフェイス画像



サーフェイス化⑰
サーフェイス化⑨

同じ要領でポーズの差分を作成同じ要領でポーズの差分を作成



サーフェイス化⑱
サーフェイス化⑩

顔パーツ作成顔パーツ作成
顔パーツの入った立ち絵ごと顔パーツの入った立ち絵ごと
一度目のサーフェイス化一度目のサーフェイス化



サーフェイス化⑲
サーフェイス化⑪

情報ウインドウのＸ軸と情報ウインドウのＸ軸と
Ｙ軸の数値を確認しＹ軸の数値を確認し
シェル化の際のシェル化の際の
オーバーレイの座標となるオーバーレイの座標となる
始点をメモ書きしながら始点をメモ書きしながら
切り抜きツールで切り抜きツールで
必要な箇所を切り抜き必要な箇所を切り抜き

同じ箇所の差分の同じ箇所の差分の
画像のサイズを画像のサイズを
揃えるのなら揃えるのなら
終点も終点も
メモ書きしてメモ書きして
おくのもいいかもおくのもいいかも



サーフェイス化⑳
サーフェイス化⑫

切り抜いた顔パーツの左上隅の１ピクセルを切り抜いた顔パーツの左上隅の１ピクセルを
鉛筆ツールでサーフェイスの背景色に塗りつぶし鉛筆ツールでサーフェイスの背景色に塗りつぶし
サーフェイスナンバーでサーフェイスナンバーでpngpng保存保存



サーフェイス化㉑
サーフェイス化⑬

各種サーフェイスの完成各種サーフェイスの完成



おしまい

ありがとうございました♪
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